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第１回環境・経済部会協議を踏まえた対処方針及び計画への反映 

No. 意見 対応方針・施策への反映 編-章-節 等 

１ 前回の説明で、県の補助金が終わったので C縮小という

回答でしたが、食品ロスは食育にも深くかかわると思いま

す。分野が教育にはなりますが、SDGs の目標に沿った活

動が推進されている。その一環として、食育と環境教育を

組み合わせ、食品ロス削減に向けた取り組みが見られま

す。例えば、食品ロスが地球環境にどのような影響を及ぼ

すのか、どのように食品ロスを削減することが地球の持続

可能性に貢献するのかを学ぶ授業を行っている学校もあ

ると聞く。ただ単に、県の補助金が終了したので・・・と

いうことでなく、食育としての食品ロスの政策があるとよ

いと思う。 

 

 

【環境政策課】 

 県の補助金につきましてはその終了を受け、予算としては

「縮小」となっておりますが、一方では、これまでの「啓発

物品を配って終わり。」というやり方を見直す契機として捉え

ているところであり、令和 5 年 3 月に改訂した「上田市ごみ

処理基本計画」及び「第二次上田市環境基本計画」において

定めている環境指標（目標）を意識したアクションとなるよ

う取り組んでまいります。 

食育との連携につきましては、庁内横断プロジェクトであ

る「食育推進プロジェクト庁内推進会議」において、食育推

進計画の策定に関わってきており、令和 6年 3 月に策定した

「第 3 次上田市食育推進計画」に基づき、地域における食育

の推進として、食品ロス削減の重要性について普及啓発を実

施してまいります。 
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２ 上田市はバス路線が複雑でわかりにくいと感じます。バ

スに乗りたくても駅で迷っている方も見かける。 

① 駅前のバス停の表示が分かりにくい。行先をわか

りやすくする。事例：柳町が行っている柳町に行かれるバ

ス看板一つでも利用者が増えている。 

② 今でもアプリである程度のバスの動きが把握で

きるが、そのアプリの認知度が低すぎる。高校生が一番わ

かっているかと。知ってもらうこと使ってもらうことが

「乗ってもらい活かすこと」につながると思う。 

 

【交通政策課】 

基本施策を「大きな不安や不便を感じることなく、誰もが

安心して利用できる地域公共交通計画の実現」といたします。   

また、下位計画である上田市地域公共交通において、「わかり

やすく、安心して、使いやすい地域公共交通体系の構築」を

目標に掲げ、目標達成のため「利用者に応じたわかりやすい

公共交通の案内、情報発信」を実施してまいります。 
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３ 防災訓練について 

実現可能かどうかはわからないのですが、情報発信に重

点を置いた防災訓練？や啓発のようなものも盛り込めた

らと思います。 

今「すべての人が共通で見ているメディア」がない時代

なので、災害が起こったときの情報発信はこことここでこ

のようにする・・・というような、市民も参加できるタイ

プのテストを兼ねた情報発信を定期的に行ってほしいで

す。 

 

【危機管理防災課】 

 市では、防災 DXの推進として、総合防災情報システムを導

入し、システムの運用を担う職員の定期的な訓練を実施して

いることから、「職員に対する定期的な訓練の実施」について

総合計画への搭載を行うとともに、真田地域が先行的に導入

している情報伝達アプリ「キクもん」と防災情報システム情

報配信機能の連携について調整を進め、ICT を活用した新た

な情報伝達手段を活用した、「市民を含めた情報配信訓練」の

実施に向けた取組について調整を進めます。 
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４ 多発する災害に備え、行政と地域（地域住民）の連携が

大切であることは言うまでもありません。その為に「自主

防災組織」が果たす役割は大変重要な位置にあります。し

かし、現実は自治会（自治会長）により自主防災組織図（担

当者名）を作成し、市に提出するのみで、組織としての活

動はほとんどしていない自治会が多く、正に“机上の組織”

となっており、発災時にその機能が果たせる自治会は数少

ない事が課題となっています。「目指すべきまちづくりの

方向性」にもあるように、市民は安心安全に暮らせる上田

市を求めています。 

 自主防災組織の活性化に向けた方策については、担当

部署においても県自主防災アドバイザーとの連携を深め

ることで日々各自治会に働きかけをしていますが、１年で

自治会長が代わることもあり、なかなか活性化ができてい

ない自治会が多いようです。 

 

【危機管理防災課】 

 市では、持続可能な自主防災体制の構築に向けて、令和 6

年度に、市防災担当、自主防災アドバイザー及び消防関係機

関による「上田市自主防災アドバイザー等連絡協議会」を設

置し、市民への防災知識と意識の向上に向けた周知啓発活動

の手法や、地域防災人材の育成確保に向けた取組を検証し、

地域防災力の向上に向けた施策を推進する体制を構築いたし

ました。今後は、この協議会を中心として防災施策の検討や

調整を進める中で、地域防災人材の育成に取り組んでいくこ

ととしておりますので、総合計画においても、こうした取組

を含めた内容について搭載を調整してまいります。 
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